
　 農学 と 
地域活性化
平成29年度
地域活性化
システム論

《対象者》 岡山大学学生・地域活性化に関心のある企業・自治体・NPO団体・県民・市民の方など
10月21日～12月9日（土曜日 13:00～／全3回）日時

岡山大学農学部総務担当
TEL：086-251-8282　FAX：086-251-8388　E-mail：QEE8273@adm.okayama-u.ac.jp
URL：http://www.okayama-u.ac.jp/user/agr/

〒700-8530 岡山市北区津島中一丁目1-1

※単位履修学生につきましては、教務学生担当へお申込みください。
※各回のみの参加、履修登録されていない学生も大歓迎です。準備の都合上、事前にお申し込みください。
　●氏名 ●所属（勤務先）（学生の場合は大学名・学部・学年・研究室名も） ●連絡先（電話番号／e-mailアドレス）

お問い合わせ
お申込み先

受講料
無料
事前にお申込みください。

テーマ ： 農業部門における多様な担い手の可能性
日　時 ： 平成２９年１１月１１日㊏ １３：００－１７：００
会　場 ： 岡山大学農学部３号館４階 多目的室
講　師 ： 二階堂 裕子 氏 ノートルダム清心女子大学文学部現代社会学科 准教授 ほか

コーディネーター ： 駄田井 久 氏 岡山大学大学院環境生命科学研究科（農学部） 准教授

概　要 ： 農業者の高齢化や後継者不足により農業の将来展望が描けない地域において、
農業以外の分野からの人材や外国人技能実習生の活躍が期待されており、
「多様な担い手」による地域農業活性化の可能性について議論する。 

第2回講義
テーマ ： 先進技術で自然の恵みをプレミアムブランドに
　　　　　　　　～ジャージー酪農と地域活性化～
日　時 ： 平成２９年１０月２１日㊏ １３：００－１７：００

（スーパーグローバルホームカミングデイ2017と同日開催になります。
OBや一般市民の方々の多数のご参加をお待ちしています。）

会　場 ： 岡山大学農学部３号館４階 多目的室
講　師 ： 「蒜山ジャージー ～その特性と魅力～」
　　　　石倉 健一 氏 蒜山酪農農業協同組合顧問

　　　　「幻のジャージー牛肉を見つけだす遺伝子多型の同定」
　　　　辻 岳人 氏 岡山大学大学院環境生命科学研究科 准教授

　　　　「ジャージー ～「里山資本主義」のまち 真庭の宝物～」
　　　　新田 直人 氏 真庭市産業観光部統括監（兼　農業振興課長)

　　　　「料理人から見る ジャージー牛の可能性」
　　　　寺田 真紀夫 氏 リストランテ ・ テラダ シェフ

コーディネーター ： 西野 直樹 氏 岡山大学大学院環境生命科学研究科（農学部） 教授

  情報交換会 ： 17:30～19:30
  会　場 ： 岡山大学内 Ｊテラスカフェ（会費制／事前にお申込みください）

主　催 ： 岡山大学農学部
後　援 ： 岡山県／岡山県農業協同組合中央会／中国四国農政局／
　　　　 NPO法人中国四国農林水産 ・ 食品先進技術研究会

概　要 ： 岡山県真庭市の特産品として親しまれている蒜山ジャージーの牛肉、乳製品。
プレミアム食材のブランド化と地域活性化をどう進めるか、次代のコア消費者で
ある大学生とその方向性と展開について議論する。

第1回講義  第16回 岡山大学農学部公開シンポジウム

テーマ ： 地域活性化をめざしたフードバンクの役割と課題
日　時 ： 平成２９年１２月９日㊏ １３：００－１７：００
会　場 ： 岡山大学農学部３号館４階 多目的室
講　師 ： 「フードバンク岡山の取り組みと地域活性化」
　　　　石坂 薫 氏 NPO法人フードバンク岡山 理事

　　　　「フードバンクに関わることから見えてきた農村活性化の課題」
　　　　藤原 忍 氏 JA岡山 経営管理委員

　　　　「生活協同組合のフードバンクへの関わりと地域社会づくり」
　　　　上甲 啓一 氏 生活協同組合おかやまコープ 組織本部長

コーディネーター ： 小松 泰信 氏 岡山大学大学院環境生命科学研究科（農学部） 教授

概　要 ： 食べ物を必要としている生活困窮者や社会福祉施設、団体に無償で再分配する
ボランティア組織である「フードバンク」の地域活性化に向けた活動に焦点を当て、
今後の展開について議論する。

第3回講義


